
受入ID- 100必〇"b飴〇〇め・

林地土壤生産力

4 0.9.5

Na 北海道支場2

昭和 3 9 年度

林地土壌生産力研究成果報告書

北 海 道 地 域

02000-00130926-7

林業試験場北海道支場



正 訣 快

頁 行 誤 正 <• 彳亍 後

目水 と/3 土雄日啊徹 土・の传徴 を \P // 保尙 傾切

目女 レメ 土壤ル耐成 土崔の捋徵 成う 』华 £ ～ ・件 脱 ～/3 %
/ I牛 構鱼 炯旭 〇^ ?乗 堕探・,;■•<."<

/ 山由 窮Z回 あラ臼 レス ノf ～次ク

/ T g 浬廢・分寿 殖・度冷柞 レ・.U ?^〇 づ匕は％ JI加S $R』乂下必

/ T 4 界ラ図 削踪す勿 朋 个/ 好み:邳 ”顷:丸

刀 バ缶 •本儒庄 g 厂以 灿釆〇W有器盾&スるし 火山及便土環よりなる

3 4 8 虽象规測姑 系豪・祝硼値 3。 T /« 古艳,東岡拝在ゆ 古曲,東岡地S・は

レ,ス ポンキキン朱(*7が以、 彳"釘羽徧? i 如 个Z ’摩岡・ 摩周

ク ル 〇 島衍技が以上 葛滴板妬 S/ :罷5長 :獸攻］猝終

T 2 (CONp) (C d “F)

月 4ん 粘早期宋 ”耳灼本期 会留ヤ、E灰
PIO > :兑!5

/D i / 她誕內rほ 地内1ニけ ?? (CTof pertz 曲、線i二') (Go如pertz曲線戶)

/ク 1/ク ミヤつ妇バ、ミ ミ气マf qべミ 泌 & s 嗣逾,二、'kの 調金弛任ニ、セゆ

// 个ノ次 や>坚下層|=侍 ・坚’下唐匠B 縛 J心 刀尚題ほ の陶條は

// 个 / 9丨F BI巳 % & £ 旁"もkに 個rt"に

/ス / * 々っ 超> タク t / 弟効深度) 凯除する

/Z J /8 筋yみz生线は・ 玖漩すろ匕を戛は レa 右生庵 考生修

以 凡例• 0如〇りD

/7 1/ク 南1・み城塚I二 ・ 術イう爛沔匸

1次 仞您土球七 驚色わ破七

• . ■ *



次

I 調査研究経過の概要..........     -.....    1

n 調査研究の成果........ ..............  -.. ....... 1

A 環境区分に関する研究..........................   1

⑴ 調査地の概況  ..... .............................. .—：1

1) 位 置 ........... .—— ............— ............... 1

2) 気候および森林帯 .........        1

3) 地形および地質............一ー  ..........    ••••••... ..... 6

4) 土 壤.......... :........      7

5) 土地利用 および林況 ........       7

(2) 地区区分 .........................  -........ 7

(3) 各種土壤の性状および分布 .......      7

1) 火山灰地区の 土壊 .............        7

イ)土壤の特微...........       7

ロ)土壤型の分布割合 ..... .. .. ........................ ... ]1

ハ)土壤の理イ匕学性 —........................... ...........  12

—) 土壤 と 林木 の 成長 ....... ...................... ........ . 17

2) 第三紀屈地区の土壤 ....... ............... .... ............  17

ィ)土壊の特微および分布••••••••••••••••••................. .......... 18

ロ)土壊の理倡学性   ...... ................................ •；•1 8

ハ)土壤と林木の成長 .......   •:.................   2 3

(4) 総 括.......................................................2 3

1) 土壤の種孑あと分布.............. ...............        2 3

イ) 大土壤i昨力ゝらみた分布概要 ...        2 3

ロ)土壤型からみた分布の特徴.... .••••••• ......      2 4

2) 土壤の性質 ..............     2 4

イ)断 血形態 .... :.....       -............. 2 4

ロ)化学的 性質.............       2 5



二)鉱物学的組性質 .. ............. -............  -..... 3 〇

B 林スマの成長 に 関する?VF究 ....             3 2

|* j勇:夕^^ ー］r*| ♦•♦・.•«•••••♦♦••・・・・.•・・・・.••••♦•・・•♦•••・・・・・・.««»••♦・・・・•♦••••♦•••«・・«>•••■•♦•♦・・・・・・.・・.・・・・.••.・»•・・・・.••••••・ —〜.•♦.・.••・・・・・・・・・.・・.••••♦♦ 4 9

方也^!一 ....... 一・...…. ......... ......     4 9

I調査研究経過の概要

瞄地t或名

現地調査

ゴヒ見

昭和3 9年8月

構 査

瞄研孙

主査

昭和3 9年9月

柳沢聡雄

土壊 蔵本正義 山本 筆

塩崎正雄 真田 勝

経営 長内 力 真辺 昭

篠原久夫

n調査研究の成果

A環境区分に関する研究

(1)謳駐地の概況

1) 位 置

北見営林局管内のほヾ中央部に位置する地域の常呂川、網走川および美幌川流域中部の 

山地ならびに丘陵地の北緯約4 3° 4 0 ‘、東経約14 4° 2 5 ’の附近に應地域を設けた。そ 

の地域は海抜高5 〇〜5 OOmに広かっている。(第1図)

2) 気候および森林帯

調査地域の気候Fig、2でみられるように年平均気温5 ～ 6 °Cであり、年間のうち8月 

の2 〇〜21Eを最高に、最低は1月のー9------1Q 5 Pである。

降水量ほ70〇〜8 0 0皿ご湿度は平均8 0 %となっている。(第2図)(第1表)

また暖半期における降水量および湿度分布はFig、4に示してあるように気温は13*0 

降水量は4 0 〇〜6 0 0尚と極度に少ない値を示し、乾煥性の気候を示すようである。為井 

の気候区分によると、独特のオホーツク海型の気候区に入る。(第3図)(第4図)(第 

5図)

調査地域の森林は、明治未期の山火による一部の再生広葉樹林を除けば、大部分がトド 

マッ、エゾマッ広葉樹類よりなる針広混交林となりいわゆる、針広混交林帯に属するもの 

である。

山火再生林の広莱樹林は、主に海抜5 00加以下の低山帯に分布し、カンバ類、ヤマナラ

—1—
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魏2図年平均気温分布図

第1表 網走市における気象観測値

調査地域内主要地点の気象観測地

項目7幻 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 〇 11 1 2 年 
平均計

気

温

平均 -6.7 -7.0 -29 35 87 124 17.0 195 la8 iai ai —32 59

瓜房 -34 -ai 0.8 B2 135 167 2Q9 235 2Q1 14.8 G9 Q2 £19

最低 -105 -110 -65 -Q2 46 88 138 163 124 63 -Q2 -66 23

平扇剛 76 79 76 73 77 84 88 87 83 77 72 72 79 •

降水量 6Q3 418 521 468 705 646 893 98B 12Q6 814 674 518 8454

蒸発量 1014 104.3 11Q4 nai 834 65B 575.4

平均風速 4.6 4.1 1 47 46 4.3 31 27 29 &7 41 46 48 40

風 向 WMW /// S 〃 〃 〃 // 〃 〃 〃 SSW SW S

降水日数 223 178 170 138 14.4 134 14.2 15.5 14.6 iso 154 138 1932

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 〇 11 1 2
隹 

平嫁十

平
均
気
温

北見 -105 -100 -44 4.4 1Q7 150 195 2Q7 157 9.2 20 -59 55

美幌 -1Q1 -92 -&2 54 110 149 194 2Q1 164 96 20 -54 59

津別 - 89 -83 -27 52 112 155 199 211 164 &9 27 -48 64

降 

水 

寃

北見 48 37 44 41 58 65 97 108 112 66 52 35 763

鄒 42 34 39 40 62 65 83 122 117 71 62 39 776

津別 40 30 41 34 57 59 83 99 104 69 47 33 696



第3図年降水量分布図
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第4図 暖半期における降水髭および温度分布

凡 例 - - ------ --------- ------------ -------------

湿 度最高気温 平均気温 虽低気温 降水虽



シ、ミズナラ、イタヤカエデ、イヌエンジュ等が主要朝iである。トドマツ、クロエゾマ 

ツの天然林はミズナラ、シナノキ、カエデ類、その他の広葉樹を介在して海抜7 0 〇〜

8 〇 〇れ前後まで広範囲に分布しているが、海抜を増すに従い針塞樹の優占する林分に成 

り、傾次アカエゾマッの混入を増加しダケカンバ林、ハイマツ林に移行しているのが普通 

のようである。

このように植物の垂直的な分布の状態と同時にこの地域においては、斜而の方位による 

森林槌生の変｛匕が顕著に認められるところが多い。すなわち一般的には北に面する斜面に 

おいてハルニレ、シナノキ、カツラ等の混交率が非常に高く、広過混交林のー^林を形成 

していることが多い反面、南、西に面する斜面では、トドマツの優占する祓層林が多く、 

往々海抜5 〇 0沅以下の低山帯においてもアカエゾマツが優占している場合がみられる。•

3)地形および地質

本地域は、千島火山脈に相&する国境後線のポンキキン岳(9 9. 5以)、・サマツカリヌ 

ブリ岳(9 7 4れ)、藻琴山(1〇 0 0 m )から北向する斜面一带である。

調査地に分布する地質の状態を大別すると第三紀層に属する頁岩、砂岩、粘板岩、硬岩 

の堆積岩と新•第三紀に噴出したものと思われる安山岩類、石英粗面岩類等の噴出岩ならび 

に第四紀の火山拠出物(火山灰、砂、礫)である。今これらの分布状況と地形との概況を 

地域別に求べるとつぎのとおりである。

第三紀層(天塩統滝の上階)は緋牛内地区の調査地であって岩種は頁岩、砂岩よりなる 

が表層部に跡佐登および摩周岳の火山灰が5～1° cm程度に被覆しているc

また地形の谷密度は比較的大きく侵蝕も進行し水系は平行状を呈し局部的に急傾斜地が 

存在する。大体幼年期中期の形態を示しているように考えられる。

つぎに火山灰地に瞄地を設定した東岡および古梅地区は、主として跡佐登および摩周 

岳の数回に及ぶ火山拠出物によって1れ以上の厚さに被覆されている。従って山頂部は火 

山地形の幼年期未、また低山地は、火山地形山麗部丘凌性の地形を示し比較的傾斜は緩か 

であり起伏燈は前者の第三紀地帯に比してかなり小さく著明な稜線は発達せず海抜高もー 

般に低い。

以上調査地域全般にわたって地形および地質の概略を説明したが、これを要約すると、 

東岡および古梅地区での土壊母材以 その大部分が下部洪積統以降に属する火山拠出物に 

よって構成されておりその結果地形も谷密度の少ない丘陵性の様相を呈している。反面、 

緋牛内地区では土壤母材の大部分は第三紀層より構成され、しかも地形解析が強く行なわ 

れた急峻な地形を呈していて、この両者の間に土地生成ならびにその性質に関与する因子

—6 —

が、根本的に相違していることが理解できるようである。(第2表)(第6図)

4) 土 壊

この地域における林地の土壊注、既往の調査ならびに今回の調査からみると、褐色森林 

土、黒色土壤、ボドゾール土壊に大別できるが、ボドゾール化土壊は約7 〇 Om以上の高 

海抜地以上になると局部的に出現する。また緋牛内地区では主として褐色森林土であるが 

部分的に黒色土壊の出現もみられる。これに反して古梅および束岡地区における面積割合 

は褐色森林土と黒色土壊によりそれぞれ2等分している。

5) 土地利用および林況

谷底低地、主として畑地および水印に利用され面我は比:較的大である。

段丘、畑地、水田、市街地などに利用され路網も発逹しており全耕地面折に対する畑地 

面我の比率は大きく水田面積は小さい。この他主としてカラマツの造林なども行なわれて 

いる。

丘陵地、主として林地に利用されているが緩斜面には畑地もあり、また、農廃地にカラ 

マッ造林地がしばしばみうけられる。この地域にはカラマツ、トドマツの造林地が多く比 

較的成長もよいように見られる。

山地、山地の海抜高約5 〇 Om以下の部分にはトドマツ、カラマツの古い造林地が多く 

全般的に良い生育経過を示している。またこの他、山火再生林の広莱樹林の面積も少なく 

ない。現在ではトドマツ、カラマツの植栽に算沖されている。

⑵地区区分 ～

北見地域の地区区分にあだっては、前年度の潮11地域で試みた方式に準拠し地区区分を行 

った。

地質的に第三紀層、火山灰地帯の2つに分けられる。

調査の対象は保育管理が過去において良好に行なわれ比較的正常な生育をしていると考え 

られる緋牛内、古梅、東岡の3地区を選定した。

各地区の特徴については、地形および地質の項を参照されたい。

(3)各種土壤の性状および分布

1)火山灰地区の土壤(古梅および東岡地区)

ィ)土壤の特徴

出現する土壤はbb、BD(d)、bd、BD(COMp)、be、bf、fde!、• bc、

V-BD、BID. B1E.の数多い土壊型が含まれている。しかし、本生産力の瞄対

—7 —



第2表 調査地の概要

地 区 名
低山山地 

第三紀層
丘陵地

低山山地 
沖積屈

丘陵地、台地

調査地区 緋 牛 内 古梅•東岡

海 抜 高 3 0 0 ～ 18 0 m 45 〇〜300 771

岩 種
頁岩・砂岩

うすく表層に火山拠出物を被5 火山拠出物

地 形
幼年期中期 

低山山地、丘陵地

幼年期 未 

低山山地、丘陵地、台地

起 伏 如: 1 8 〇〜1 0 0 1 8 〇〜6 〇

谷 密 度 2 5〜1 8 2 9 〜1 2

傾 斜
平担—2 0° 

極一部に2 1 — 30°

平担-2 0°

水 系 平 行 状 樹 枝 状

土 壊 母 材
基岩風化物 

うすく火山拠出物を被う
火山拠出物

土 壊 群
褐色森林土

黒 色 土

黒 色 土

褐色萩林土

—8 —

第6図 地 質 図



象地域内には、つぎのような土壊型すなわちBB、BD(d). BD、Be、BID, B1E 

の6の型が分布している。その生成現境についてつぎのような特徴がある。

BE型土壊

尾根筋あるいは尾根筋に近い南西微凸斜面に出現する。Ao層は厚く堆積レモル状を 

呈しA層の厚さは3〜7皿でB層との境界は明一判。構造はA層に粒状構造、細粒状構 

造、団粒状構造が発達し苗糸が認められる。B層にも弱度の粒状構造、綱粒秋構造が認 

められる。またB層には微細な匿果状構造も認められる場合もある。堅密度はA層で鬆 

〜軟、B層で軟〜やゝ堅、石は殆んど認められないことが多い。この型の分布は極くー 

部で面積も少ない。林床の植生は、主としてオオバスノキ、ゴンゲンスゲ、マイズルソ 

ウ、シノブカクマ、コキンバイ、ジンヨウィチャクソウ、ゴゼンタチバナなどが優占す 

るC

BD(d)型土塊

広尾根、山腹の南西斜面中腹以上の微凸部にみられるが、山腹の南西微凹にもしばし 

ば出现している。A0層は特に発逹せずモル乃至はモダー型を呈している。A層の原さ 

は5-1〇皿程度で色調はやゝ淡く粒状構造の発達が顕著で上部に団粒構造が混在する 

ことも多い。A网下部からB層にかけて、粒状あるいは微細な堅果状構造の認められる 

場合が多い。A層とB層の境界は判あるいは漸である。堅密度はA屈が森一軟B層は軟 

ー堅、石は殆んど認められないが局部的に認められる場合もある。林床植生は、ゴンゲ 

ンスゲ、マイズルソウ、ゴゼンタチバナ、シノブカダマ、コイチャクソウ、ジンヨウィ 

チャクソウ、コキンバイ、ミヤコカタバミなどが、優占する。

Bd型土壇

調査地区内の中腹部に多く特に北一束斜面一帯に出現する土壊で大部分が個行土であ 

るが、崩積土も少くはないようである。

Ao層はうすくモルないしはムル状を呈し、A層は厚いものからうすいものまでかな 

りの巾が認められる。概ね1〇〜2 0皿前後である。B層との境界は漸変的、A層には 

一般にA、A2層と分化し団粒状構造が著しく発達し中には粒状構造も伴なっている。 

A層下部に塊状構造の認められる場合もある。堅密度はA層で鬆ー軟、B層で軟ーやゝ 

堅、石礫(浮石)は下層にかなり多く含まれている場合もある。林床植生はスグリ、ク 

マイザサ、チシマザサ、エゾショウマ、オシダ、オクノカンスゲ、クルマバムク"ラが多い。

— 10 —

be虹瘦

この土壊は斜面下腹部、下部の凹型斜面、あるいは、沢沿緩斜地斜面下部に出現する。 

ほとんど大部分が崩積土のようである。

A J図の厚さは多くの場合3 〇〜•1omで団粒状構造が深いところまで潁著に発逹して 

いる。中には、沢沿いの一部にA層下部がカベ状を呈するものも認められた。堅密度は 

A層で嫁ー軟、B層で秋、一部にはカベ状で堅いヶ所がある。石礫の含有紀・は比較的多 

いものと思われる。林床植生は、オシダ、トガスクリ、クサソテツ、エゾショウマ、ジ 

ユウモンジンダなどが多い°

BID型土壊

斜面中腹部以上の平担地ないしは緩傾斜地に出現する。黒色の土屈が4 0〜6 0 mの 

厚さを占めている。その表后には団粒構造、粒状構造の発连が頒著にあらわれ堅密度も 

鬆ー軟の状態を示している。また、中間層では弱度の粒状構造の発達が認められ堅密度 

は軟ーやゝ堅の程度である。下層には火山拠出物による小〜中の浮石を含む。林床植生 

IまBD型に類似する。

B1E型土坝

斜面下腹部および、沢沿いの緩傾斜地に出現する、大部分がル燦土より成る。表層は黒 

昧の強い屈でその厚さは深く( 4 〇〜6 〇圳)上都に団粒状搆造が、また、下部には粒 

状構造がよく発達している。中には、下部がカベ状を呈しているヶ所も認められる。堅 

密度は、表層で鬆ー軟、下層で軟ーや、坚下屈には火山拠出による浮石(大きさ中一小) 

を伴っている。

林床・植生は、BD、BE型に類似する。

以上が本調査における地区内の主要な土壊型であるが、最も大面積を占めるものはBD 

Bid型であった。

ロ)土壤型の分布割合

本地区における各種土壤型の分布割合は第3表に示す通りである。

第3表土壞型分布割合

bb be((i) bd BE BID B1E

Q7 89 4 Z 4 16 3 ao 34

最も多くの面積を占めているものは、BD型土瓊の4 7%、ついでBID型の3 8 % 

他のBD(d)、BO.F、およびBB型土壤は極めて少ない面積を占めているにすぎない。
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このうち調査ヶ所はBd型土壊で(残,崩積を含めて)6ヶ所、Bid型土壤(残、崩積 

を含めて)20ヶ所である。(第7図)(第8図)

ハ)土壊の理化学性

理学性

土性:火山灰を母材とするこの地区の土性は表層が址值坂土ー壇土、下圖壞層にくパ 

て、や、砂質を带S傾向にお5。すなわち、頊土ー砂質理土の土性を示している。また黒 

色土壊と編色森林土との間には差異は認められなかった。(第9図)

三相組成;表眉についてみると、空気］ftは約2 5〜5 5 %、画体Mは約15〜3 6 % 

水分蛍は約2 8〜5 〇%の範囲内にある。これら三相組成を魚色土壊と泓色森林土につ 

いて検討するならば、極端な差異はみられず、や、類似の数値を示している傾向にある。

また下扁について、その組成を比べると、固体量は、約2 〇〜3 2%、空^!);：2 〇〜

5 〇 %、水分最2 6〜5 2%となり表屈の状態と幾分異なろカ、、特に黑色土壊は褐色森 

林土にくらべて、空気覺が少ない反面水分虽が多い傾向にある。

また透水性については、麦層が下層に比してやつ大なる赦値を示している傾向にある。 

透水性と林木の生長との関係は明驗なる結果を得られなかった。(第1〇図)

化学生;

PH :この団地における我厨のPHは5〇〜G2の範囲内にあって、FHは比較的高い 

値を示している。また黑色土壊と褐色森林土を比較すると差異は、ほとんど認められな 

い。

置換酸度:火山灰を母材としているためか表層から下層にいたるまで、非常に心は小 

さい値を示している。まな土壊型の違いによる差異も認められな’,、。

炭京:表"の炭素蛍•は、黒色土壤て• 8 2〜14 4 %平均値116%、綿色森林土で

10 3〜1a 9%平均1L 9 %これら土壊型による差異はみられないが、しかし下層に 

おける炭素量は黒色土壊の方が褐色森林土壊に比して多い含冇虽を示している傾向にあ 

る〇

窒素およびC/N :黒色土垣は掲色森林土に比して窒素M多く炭素率は小さい値を示 

している〇

體換性石段:表局におけるこの％］rは、黑色土は褐色森林土に比して多い値を示してい 

る。

燐酸吸収係数:黒色土と福色森林土とのあいだには全く何等の傾向も認められない。大
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第7図 古梅地区の土壌図
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第8図 土壊断面模式図
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体両者ともに燐酸吸収係!。 0 0前後の値を示している。

以上の理化学性における結果から褐色森林土との間には、極端なる差異は認められな 

いようである。

鉱物組成:本地区は、再三述べているように火山灰を母材としている関係上、黒色土 

および褐色森林土の表層に火山カ’ラス類および長石属が多く含まれている。

また粘土鉱物では、黒色土はアロフェンを主体として、このほかモンモリロナイト、 

ハロイサイト類、ギブサイトが伴っていた。

掲色森林土では、前者同様に丁 ロフェンが主体で、そのほかハロイサイト萄、ギブサ

イトが含まム モンモリロナイトは黒色土の場合に比して明確には認められなかった。

(巻未別表)

二)土壊と林木の生長

調査地点における土曜 と地位指数の関係はつぎの通りである。

第4表 古梅、東岡:地区の土攘祁と地位指数

土壤型 地位 指数 点数 平 均

BD 1 26 1 1 26

BD崩・ 11.1〜 1 5.8 5 1 3.7

BID 9 9〜 1 4.6 4 1 31

Bl瑚 129〜 179 1 6 1 5.0

本記踵地区は造林の・経歴も新らしく、造林の初席は比較的低山带に;值裁された場所が 

多いためしたがって特に乾燥型を有する木約也の土頊かみられない。そのために上記のよ 

うな比較的適潤性の多い土坝を布・する地域に限られた6

この結果からみると、同一土垣理!でも残積の場合と崩睛の場合には若干地位指教に差 

異がみとめられる。すなわち崩秋の方が残積に比して良好と解し得られる。従って、お 

よそ諛匿地区内では、B1B崩和>BDd>BDの順と考えられる。しかしBD 

型土壊のみは資料数も極めて少ないので果して上記のような結果になり得るかどうか簡 

単に判斷を下し得られない。この問題については更に資料の追加によって判定を下した 

い。

なお、本結果からは风D崩積の場合力;、将来トドマツの生長を考えるとき有利では 

ないかと想像される。

2)第三紀層地区の土壇(緋牛内地区)
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イ)土壊の特徴および分布

出現する土壊型は、BB、Be、BD(d)および、BEでBl 型土壊もごく小面積で 

はあるが出現する。この団地では、トドマツの生育と土壊条件との関係を知ることに近 

点をおいたので、土壊図の作成の作業を省いた。しかし訳・結果より考察すると、:BD(d) 

BD型土壊の分布面積が大半を占め、ついでBe、Be. BB型土壊が局部的に分布して 

いるように考えられる。

この地区の土壊・ 断面形態からみて標式的、標準的な形態を示すものが比較的少な 

い。従って極端に乾燥した土理型は前にも述べたように余りみられなかったが、瘠尾根 

山頂部の凸部ではBB型土壊や、また凸斜面の上部などでは、堅果状構造の発逹したBe 

型土:變かしばしば認められた。トト•マツの造林地は殆んど山腹斜面中、下部の斜面で 

BD(d)、BD型土壊が分布し粒状構造の発逹したものが多かった。(第11図)

ロ)土壊の理化学性

理学性

土性;第三紀層の頁岩を母材とするこの地区の土琅はA層およびB膚ともにL C-CL 

一Lよりなる土壊で、前者の古梅地区に比して珀質なる傾向がうかがわれる。また土塊 

型の違いおよび堆積様式のちかいによる差異は認められない。(第12図)

三相組成;表層における固体适は2 5〜31%、水分最2 5〜4 2%、空気量2 7〜

4 3%のそれぞれの範囲内にある。

下層についてみると、固体蛍3 〇〜4 〇%,水分量3 5〜4 5%、空気匮12〜31 

%となり、表層に比して固体覺多く空気量は少ない係向にある。従って資料数は少ない 

力;、土壞型の違いによる差異は認められない。

なお古梅.東岡地区に比べて、表下層共に固体量多く、水分量および空気g:は少ない 

傾向がみられる。

また透水性は表層に大、下層に小なる値を示している。しかし下層になると急激に透 

水性が劣る。本地域の場合、古梅.東岡地域に比べると、透水性と林木の生長との関係 

は僅かながら認め得られるようであった。(第13図、第14図)

化学性

PH;表•下層ともに低く 5以下の値を示している。中にはPH37なる場合も認められ 

古梅、東岡地区に比して相当に低い結果を示す。

置換酸度;表屈は1〇以下の低い値を示すが、下層すなわちB層では非常に大なる数

/—18 —

第11図 土理断面模式図
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第13図容積組成
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第14図理学的性質
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価を示す。このことは、第三紀層土壊の上に、うすく火山灰を被っているため表層では小 

さく、下層では大きい値を示したものと思われる。すなわち第三紀層の土塊は火山灰土 

壊に比して置換敢度が大きい数値を示す特徴があるものと考えられる。

炭素;表層の炭素髭は、8〜14 0%. B層に至ると急激に減少し2%前後の値を示 

している。古梅、東岡地区に比べて、表層では極端な差異は認められないが、下層にお 

いては極端にその差異が甚しく現れ少ない量を示している。

窒素およびC/N ;表眉における窒素站:はQ 5〜〇し9 %、C/Nは15 ～ 2 〇の値を示 

し下眉に成るとN量およびC/Nは減少する。また前者の古梅、東岡地区に較べると、 

N量少なく C/Nは高い値を示している。

置換性石灰;表層でQ 3 8～。 7 〇%、下層では急、激に減少しQ 2〜Q1%となる。 

前者の古梅、東岡地区にくらべるとやゝ少ない傾向がみとめられる。

鉱物組成;表層に火山ガラスを含み火山拠出物よりなることが認められる。また、下 

層に至ると、火山ガラスは減少し第三紀の母材である頁岩細粒が7 〇〜9 〇%みられる 

また粘土鉱物は主として、アロフェンである。この他ハロイサイト類,モンモリロナイ 

卜を含んでいる。なお古梅、束岡地区の火山灰土壞にくらべてみると、粘土鉞物中のギ 

ブサイトが全く無いことが緋牛内の場合認められたc (巻末別表)

ハ)土壤と林木の生長

謳雖地区における土壊型と地位指数との関係は下記の通りである。

第5表 緋牛内地区の土壤型と地位指数

土壊型 地位指数 点数 平均

BD(d) 1 a 8 ～ 1 4. 3 3 1 4.0

BD(d) 崩 1 28～ 1 38 2 1 3.3

BD 117 〜134 5 1 2 3

緋牛内地区の場合も乾燥型の土壇がなく、上記の適潤性の土壊型になった。また本地 

区は、古梅、東岡のように、土壊型の違いによる林木の生長については明らかに差異は 

認められない。しかし、これらの資料から土壊型と地位指数をみると、調査点が少がっ 

で結論は出し難いが、BD(d.)> BD朋>BDの順に小さい傾向にみられるようである。

総括および考察

1)土壊の種類と分布

イ)大土壤群からみた分布の概要



褐色森林土 ;調査地域全般にわたって最も広範囲に分布し、藻琴山の10 0 0初まで 

におよんでいるそれらのうち海抜高を増すにしたがって塩基に乏しい乾燥型の土理が分 

布している。

ポドゾール化土壊;今回の調査地内には’認められなかったが、海抜3 〇 〇 m附近の南 

西斜面上部の凸地に僅かの面積ではあるがボドゾール化土塊をみとめた。また古梅、東 

岡地区の南方の高海抜部、すなわ、藻琴山附近にも同様の土壊が出現することが想像さ 

れる。

黒色土壊;古梅、東岡地区の斜面中腹部以上の平担地ないし］诲傾斜地に縞状に主と 

して出現し分布する傾向にある。殆んど火山灰を母材としている。なお、分布面秋割合 

については第3表にすでに示している。

ロ)土壊型からみた分布の特徴

各地区内の土壊型分布のf頃向は第7図の土壊図によって分布割合いをすでに述べてい 

るので詳細は省略するが、地区間の傾向を比較すればつぎの通りである。

i) 褐色蘇林土のみからなる地区=緋牛内

ii) 黒色土壤と褐色森林土みからなる地区=古梅、東岡

こ」抚括的な土壞群分布の傾向の差異は、各団地の土壤生成環境、なかでも地形形 

成に対する地史的な相違と小気候因子によるものと解される。また、詳細にみれば、 

同一群に属する地区内においても、土壊!型ごとの分布はかなり相違する。たとえば、 

①に属する地区•でも、BD型土壊(適潤性)とBB型土壊の分布割合と考えると、緋 

牛内ではBD型が支配的である。さらに(巾に依する古梅、束岡では褐色森林土が6 〇 

%を占め、うちBし、BH;型土壇は5 9%Bb型土壊は1%・た黒色土壊は4 〇%を占 

めているC

従って、印)は(Dの地区に対し黒色土壊が、かなりの面積を占めていることがみられ 

る。これは火山灰を母材としている関係であろうと想像される。また、⑴および(巾の 

両地区にあって、乾性土壊の割合が僅少なることは、いずれも小地形面の発逹状態の 

量的特徴ではないから理解される。

2)土斑の性質

イ)断面形態

褐色森林土;この地区の尾根あるいは尾根筋に近い南西微凸斜面にみられる乾性土 

壊、とくにBe型土壤は、一般にAo層が厚く堆秋しモ理を呈して居り略々橘^的な 
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形態を具えているが.緋牛内地区のものはや、土屈が薄いものもしばしば見受けられ 

る。BC型土壊は緋牛内地区において多少認められるが堅果構造の発逹はあまり顕著 

ではない。一般に腐植は少ないがAi、A2能に分化していることが多い。また、第三紀 

層は一般に風化物が深く磔に乏しいが、あっても軟い風化碌であるC 土性は址｛質系のも 

のが多い。

つぎにBd型土壊類であるが、まずBD(d)型土壊は、広尾根、山腹の南西斜面中腹 

部以上の微凸部にみられる。Ao層は侍に発達しないでモル〜モダー型を呈している。 

A層は軟く粒状・構造が顕微に発達、上部には団粒状構造が発迷していることも、しばし 

ば認められる。A層下部からB層上部にかけて粒状あるいは微細な堅衆:状構造が認めら 

れ、その土壊はや、堅い状態な呈している。石磔は殆んどみられない。

BD型土壊は調査:t奥の中腹部に多くみられ特に北、東斜面」帯に出現するようであ 

る。大部分は個行±であるか、崩積土も少なくはない。Ac層はうすくモルないしはム 

ル状を呈しA層は厚いものからうすいものまで、かなりの巾がある。A層は一般にA I、 

A2屈に分化し団粒状構造がいちじるしく発逹している。中には粒状柿造も伴っている。 

A肘下部には塊状構造の認められる場合もあって、や、土壊は堅い。この地区にあって 

緩い凹形斜面上部のものは、腐植の滲透も少ない傾向がある〇

黒色土壊;斜面中腹部以上の平担地ないし緩傾斜地に出現する"!、色の土層が4 〇〜6 0 

伽前後の厚さを占めている。表网には団粒、粒状構造が顕著に発達し堅密度も鬆〜軟、 

中間層で弱い粒状構造が認められやゝ堅くなる程度である。下鬲には火山拠出物による 

小〜中の浮石を含んでいる。また、海抜高を増すとともに表層の黑色を示す土色が、や 

、退化してきている頫向に認められるものが少くはないようである。

ロ)化学的性質

各地区に出現したすべての種類の土壊にいて分析していないのでBD ( 8.)型、BD型 

Bid型土壇について検討を進める。

上記に示した同一土壊型の中において、堪秋・樣式の異なる場合でも極端なる化学性の 

差異は認められないようである。従って、上記の3土壊型間における表属の化学性を比 

較検討するとつぎのとおりである。(第6表)(第15図)

— 25 —



基
ヨM

 

衆
ill
注
・

1
1
S
T
J
 

-ヽ

ヽ
’-
-

/

苞

a
l

 
急
n

rna

fqm
 
昏

孕
M

写M

 

鬼
川
お

Q
T
R
s
r
a

よ!W

 

1
>
^
 

Q Hm 
a

ffl

祝
111
域

1

M

「

g
8

 

お?r
m

fp
M

ra

〇I

ヾo

2 7 -

Q 
H 
ぬ 
ES 
Q

冬
ヨ

ノ

* 鬼 
今I11 
伝 

ノ

［留 旗

Q

危ZTエ 
广
砂 
h 
の

財 

俸

Q T 
m
島 
但

期 
、 

aS (Pha 
(Pfcg

史 
111 
墟

您
日£

里
耕
半Q

渔

-H
や

図

g  I

拡



第6表各土壇型の比較

母 材 第三紀層 火山拠出物

土 理 型 BD(d) Bd BD bid

、、、数値 

項目、、
範 囲 平均 範 囲 平均 範 囲 平均 範 囲 平均

pH a 7〜4 9 4 6 4.4 〜5. 6 51 51〜6 2 5.5 4 〇 &4

置換酸度 yi 16〜1 Q6 76 1 9 〜&9 33 Q6~L 9 16 Q6〜38 L7

炭 素(％ ) L 9〜1 4 0 G 1 23 〜80 32 4.1〜1 3.9 8.4 3 8〜1 4 4 9L5

窒 素(％ ) CU 〜Q9 Q39 と2〜Q5 0.3 3 0.3—10 Q6 5 Q3〜［1 (180

C/N ! 〇〜2 〇 1 5 10—17 1 5 ! 〇〜1 5 1 3 1 〇〜1 4 1 2

卩丄換性右灰 
(%)

Q 16〜。 7 0 G4 4 Q2 8〜Q4 6 0.3 8 Q 1 3～。 6 4 Q 4 1 Q 1 4〜Q7 〇 Q4 9

寫診倍。也 1 a 1〜3 9. 8 2 73 1 6.〇〜2 7 8 250 1 3 5〜4 3.3 2 &3 11 8～4 2 5 3 11

焼酸吸以係数 4 1 2〜7 2 1 5 7 8 6 1 3〜6 5 9 644 S60~l 2G0 1047 ? 〇 6〜1524 9 6 4

pH !同一土圾型でありなから母材の種類によって多少pH価に差異がみられる。す

なわち火山灰質土壊より生成されたものの方がpEが高い傾向にある。その腫位を平均

値をもって示すと、
火山灰 _第三紀ー

> BD > BD(d )
のようになる。4:导にBD ( cl)は:pH

は低い。

牡換酸度;PHと同様の傾向にある。すなわち第三紀層を母材としている土坝は、火山 

灰質を母材・としている土壊に比してt遂換酸度は高い。平均値で各土壊型間の演位をしめ 

刀j Brg；BlP < B.D VBl)(dJのよ’な侦冋叫なつ。

笹狭性石灰歩よび置換容律:;一般に腐植に富む表層に多く下肥;に少な、 、。また、火山 

灰混入の多いものに大きい値を挎つものが認められる。

全般的に本結果からは各土坡型ともに極端な差異は認められないか、Bidの麗換性石 

灰およぴ置換容址は他の三者に比して僅かなから多い頡向にあったしかし各土瑰型と

もに巾が広い。

炭素、窒素および炭浜率;炭素および窒素髭は火山灰を母材としているbid. bd型

に多く第三紀を母材としている土壤型は前者に比して少ない。その噸位は せ料「・
-D1 D A J5D

>BD(d.)WBD の傾向にある。
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また炭素率は各土曜ともに特に大きな違いよないが火山灰を母材としている土壤の 

方が第三紀を母材としている土壊よりや、狭い。両者ともに15～2 0の範囲に入って 

いる。

燐酸吸収係数;第三紀のものは一般に約8 5 〇またはそれ以下の数値を示し、火山灰 

優占母材のものは、約1〇〇〇と高い数値を示している。これらから、母材を異にした 

土瓊型別に比較すると、盟％氣>性)の順に小なる傾向はみられるが、 

各項ともに巾が広い。

以上数少ない資料を基にして化学性を検討したものである。今后さらにこれらの解明 

は、将来資料の追加によるとしても、母材を異にして出来上つた同一の土壊型•でも化学 

性に差異のあることは注目すべきことと考える。

ハ)理学的性質

機械的組成;第三紀眉の頁岩、砂岩を母材とするこの地区の土性はA屈およびB層ともに 

LC-CL-Lよりなる。また火山灰を母材とした地区は前者に比して砂質を帯びる傾向にあ

る。

三相組成;自然状態の土壤に含まれている固体、水分、空気の三相組成を、各母材ごと、お 

よび土壊型ごとに比較してみるとつぎの通りである。

()は平均値を示す

第7表 第三紀土壊と火山灰土圾の三才瞞成比 i較

、忌相組成

母材、、
固 体 迎: 水 分 量 空 気 衆

第三紀 4 8 7〜3 1.5( 376 ) 4 4.2〜2 5 7( 3 6 7 ) 4 1 2〜1 4 3( 2 57)

火山灰 3 Q 6〜2 2 1(2 5 3) 5 1.7〜2 49(4 Q 2) 492〜1 97( 34.5)

この数値の平均値をみると、固体衆では第三紀屈の土壊は火山灰土堤に比して1〇%前後の 

多い値を示している反面、空気虽および水分也は少なくなっている。

火山灰地の土理は、平均値で固体、水分、空気の比疥、2 5 ： 4 0 ： 3 5である。この値は 

森林土壊として•最も良好な理学性を示すものと考えられる。いま、でに測定した多数の例を平 

均すると、成績の良い造林地の土壊は、表屈で2 8 ： 3 4 ： 3 6、下層で3 0 ： 3 8 ： 3 2と 

なっている。

また,第三紀層地区の土壤は、固体置が多く、空気蛍の少ないことに特徴がある。

また土壊型ごとに三相組成をみるとつぎの第8表の通りである。
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()は平均値を示す

第8表 各土壊型の三相組成比4炎

"ヽ
固 体 蛍 水 分 近 空 気 址

第 BD(d) 4 87〜315(3 8G) 414 〜257(343) 4 12〜1 4.7 ( 27.1)

BD 3 G9〜3 23 ( 3 46) 442 〜431(4 3 7) 24 6 〜189(217)

火 
山 
灰

BD 25 5〜22 1(2 4.6 ) 4 4 7～2 6 5 ( 3 66) 4 9 2〜2 99 ( 3 88 )

BID 3 0.6〜22G(2 5-6 ) 5 17—2 4.9(417 ) 485〜197 ( 327)

同一土壊型でも母材を異にした場合には、上記のように差異を生じる。すなわち、BD型土 

壊で火山灰を母付とした場合と、第三紀層を母材とした場合における土理の比較を行うと、火 

山灰を一ほなとしたBD型では固体五少く、また空気蛍が多い傾向にある。

透水性;A層については透水性の極端に不良な土坂!はみられない。火山灰質の土壤は第三紀

屈の土坡に比してや、透水性の高い値を示す。下層については、第三紀の土褒は火山灰の土顼

)敘物学的組性質

に比して妙水性が小さくなる傾向がみられる。中でも特に透水性の劣る土壊もみられる。
(第16図)

1)一次基物担成

巻末別表によって土垣母材、とくに火山灰の含有程度をみると、古梅、束岡地区の表層よ 

り下層に至るまで土壊母材中に火山ガラスの含有登が15 %以上ある。ついで長石属が多い 

値を示している。

また、緋牛内地区の第三紀を母材としている土握中の表照にも火山ガラスを15 %以上含 

んでいる土壇断面がみい出される。すなわち、松2 a1〇などであり比殺的残積土に多く崩 

積土には少ない傾向にみられる。また、下屈【む 頁岩細粒が絶対的に多く 7 〇%以上含有さ 

れている。

火山ガラスの含有牡は降殺した火山灰の量の多い少いにもよるが、古梅、束岡の地区は摩 

岡、跡佐登の再三に亘る火山拠出物の降積によって厚く堆秋したため火山ガラスが多いもの 

であろう。ついで緋牛内地区は火山の噴出源より遠い位置にあるため、火山灰の降瞄も少 

なく( 5〜1om程度の)上記のような結果を示したものであろう。

これら両地区の土壇母材は、火山灰を除いて、第三紀の土瓊のみを考えるならば、地質図 

による岩層の分布、すなわち、地質が土埃母材に反映しているものとみることができる。こ 

のことは記述したように下層に頁岩細粒の也;絶対的に多いことで立証されるものであろう。

— 30 —

第16図 母材および土坝型ごとにおける平均値の容積組成

容積組成

空 気
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2)粘土鉱物

粘土敍物の分析結果を見ると、第三紀層土壊にアロフェン、ハロイサイト(加水ハU 

イサイトを含む)それにモンモリロナイトが見だされる。

つぎに火山灰土抵では、アロフェンが主体でそれに、ハロイサイト(加水ハロイサイトを 

含む)、ギブサイト、モンモリロナイトを伴い、稀には、カオリナイトも認められる場合も 

あった。

将来、粘土鉱物と土壇の構造について、どのような関述性が認められるものであるかを追 

究して行きたい。(巻末別表)

B)林木の成長に関する研究

⑴地位指数曲線の特徴

繊牛内および古梅、東岡地区のサンブリンク’ポイントで伐倒した標準木(緋牛内:1〇本 

古梅、東岡:2 6本)の資料から両地区の平均成長曲線を求めた。R'R年同様、毎年の樹高を 

監生枝の位置から読みとり、樹幹解析の結果と照合して、チェツクした。

定差図を作ってみるといずれも修正指数曲線があてはまらないので、Gompertzの曲線 

を適合した。

式の計算は、まず:LO£ ytと:LoEバ+1の直線関係を利用し3群法で常数を計算し、

つぎにこれを第1近似としてDemingの最小自乘法で(年令測定の誤差を無祝し、全陪ご 

との樹高変動の逆数をウエイトとした)補正堂をもとめ最終的な常数をきめた。

毎年の樹高を表わす成長曲線式は、植栽の如を、〇とするとつぎのようになつた。

緋 W,；log yt =134729 —202425( 0-93078)t

描東岡;log yt =1 5 1 827 ー丄 8 77 06 (Q94 9 2〇)t

金 体;：Log yt=14 6027 —190003( 0.94402)t

適合はきわめて良好で、残差の標準偏差はそれぞれQ0 9加、Q12mおよびQ0 7mであっ

た〇 (第17 — &図)

この2つの地区の曲線を比べると、初期の成長はほとんど遼わないが、緋牛内では早い時

期に成長がおとろえはじめ、2 6年生をすぎる頃から2つの曲線は、はつきり分離する。

この点では緋牛内の曲線型は、3 8年度に調査した淹JII地区の

log yt— 1308 7 8— 20 7 29 9(09200 6 ) t

と演似の傾向を示している。この影響は最高樹高の理論値にも現われ、古梅、東岡の3 3 mK 

に対し、緋牛内は2 2初、滝川は2 〇加と、はじめの成長の良好のところほど、漸近線が低

一 3 2 —
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くなっている。

伐倒木がかならずしも対象地域の上層木のランダムサンブルになっていないこと、また年 

令についてもトドマッとしては若い年代の資料しか使っていないことを考えても調査ごとの 

土壊の特性、すなわち北見地方における第三紀を母材としている土壊と火山灰を母材として 

いる土壊とのあいだにかなり成長に差異がみられる1!また滝川抛区および北見地域の第三紀 

を母材としている土坝は、第17 — a図からみられるように、類似の成長経過の傾向を示し 

ているが、これに比べて、火山灰土壊は前二者に比して異なる成長の杼過をとっている。

したがって、母材・の種類によって成長曲線の型かちがってくる可能性が十分に認められる 

ようであった。

なお、この問題については今后页に検討した、い。

このグラフの上に上層窩をおとして読みとった調査ボイントの地位指数、およぴ林分構造 

の諸因子を第9表に示しておく。(第9表)

丘お上層高は、林分と密度の差、および測定者の樹型級区分の違いの影辞をさけるために 

ha心り250本の最高木の平均高をHummo1の方法で算出した。(第17 — b図)

⑵トドマツの成長と土瑰

土壞型と地位指数

第18図に示すとおり、土:埋型と地位指数との問には、明瞭な関係が認められる。BID崩 

積土壊が一番地位指数が高く、BE關>BD(<1)>BD彻ABD(d)崩.地 

位指数は小さい。同一土攘型の中でも崩積土は、残犹上に比して良好な生長を示している傾 

向にある。(第18図)

昨年調査した滝丿11地域と北見地域とのトドマツの生長、を比敘してみると第1〇表に示すと 

おり、全般的に北見地域が滝川地域より幾分地位の低いことが認められた。また滝川地域で 

は土壊型のちがいによって明らかに地位指数の相違は見られたが、北見地域では第1。表で 

みられるように、土壊型の相違による極端な地位指数の差異は見られなかった。また同一土 

块型ごとに、滝川地域と北見地域とを上瞰するならば、やはり滝川地域は北見地域に比して 

高い地位を示している。(第1°表)

っきkA 〇層を除き表面秋1が深さ〇• 5 77tの土壊中に含まれている有機物量、窒素量およ 

び置換性石灰量と地位指数との関係をみると、つぎのとおりである。

有機物虽と地位指数

第19図に示すとおり、有機物量の多い場合には少ない場合に比して地位指数は大となる
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*(ha 当り N) (Q2Htop) 2/1Q0 〇 〇

第9表 調査成果一覧表

平均 平均 ha当り ha当り ha当り 地位
松 林令 上層咼 攵)符雰 土墳型

直径 樹高 本数 断回積 材積 指数 指数

年 cm 771 771 本 vt lit
1 36 127 123 17.2 2 7 03 376 3122 138 2 34 Bd((1)崩
2 36 125 119 1 5.6 2460 3X9 264. 3 123 18 8 BD

3 36 1 3.5 1 29 162 3121 477 3860 128 25 4 BD0)崩

4 3 6 123 1 25 1 50 278 5 3 58 2719 117 2 15 BD(d)

5 36 ISO 127 1 5.1 2 6 3 6 4 8•〇 3 54.3 11 8 240 BD

6 3 6 142 1 3.5 1 G 7 29 5 4 6 4.8 4 085 1X4 338 BD

8 35 17 3 14.2 1 7.2 15 59 4 14 35Q2 143 14 6 Bd(cl) !
9 35 1 118 1 67 16 24 3 35 2833 1X8 15 2 I?D(d)

1 〇 3 5 139 1 3.4 1 68 18 4 2 3 13 2 7 11 1X9 178 BD(d)

11 3 5 14 4 1 27 1 5.1 2 4 2 1 4 Q9 313.7 123 202 BD

1 2 3 3 1 5.2 1 G3 1 A8 278 9 5 51 5 2Q0 179 &8 〇 BID崩

1 3 3 3 1 36 1 3.0 J 75 2 7 73 4 53 37&0 1 57 222 ED Illi

14 3 3 14.8 14.2 1 &4 24 2 0 460 39 17 166 ai 〇 BID燭

1 5 3 3 1 4.1 1 4.3 176 2211 423 3 5 90 1 5.8 18 3 ED 崩

1 6 33 1 26 123 1 50 3 18 3 4 17 3 2 7 3 133 286 皿

17 33 14.0 1 22 1 54 2 5 7 9 44 0 3 44 6 1 X6 20 0 BID朋

1 8 33 116 &8 115 2 86 5 311 1928 99 12 8 Bid

1 9 3 3 116 114 1 6.6 2 4 4 5 3 3.3 25 5.4 1 4.8 17 1 HLB 崩

20 3 3 121 1 G 1 127 2 5 2 0 3 13 2 0 19 111 14 3 質 iii\

2 1 3 3 iai 1 26 1 5.1 2 4 6 6 3 7.6 2 8 9.2 134 20 0 BID "

2 2 3 3 14 8 1 3.6 186 25 2 4 494 4 195 1 6. 7 28 2 bid 朋

23 3 3 1 25 1I 〇 1 4.8 27 7 1 3 6.4 2425 1 3.0 18 2 BD 崩

2 4 3 3 139 1 4.2 1Q5 3 158 5 4.4 4 8 3 2 17 6 ao 8 並刷

2 5 3 3 1 5.4 1 a 6 1 &1 25 62 5 5.1 48 5 3 1 63 23 7 BID 崩

26 3 3 122 123 1 5.6 3 183 3Q 0 3 02 4 1 X8 27 3 Bin

2 7 33 1 38 126 1 5.5 29 9 2 487 3 7 &7 1X7 18 4 或崩

28 3 3 1 22 125 1 7.1 3 15 8 5 16 3 3 67 1 5.3 27 1 Bl°朋

2 9 3 3 12 1 111 14 6 3 12 0 3 9. 7 28 5.9 129 17 4 BID

3 〇 3 3 14.5 1 3•〇 1 G4 29 2 9 532 4 33•〇 14.7 288 Bio崩

3 1 3 3 123 11 3 162 28 4 2 383 2 9 0.5 14 4 15 5 BID崩

3 2 3 3 113 1 Q9 1 4. 4 3 120 34 1 2 33 7 126 23 2 Bd 朋

3 3 33 1 &8 1 21 16.4 28 9 5 478 365 3 146 X 1 7 ELD崩

3 4 3 3 iai 124 1 50 3 0 00 423 3 2 3.7 1 33 25G B1D崩

35 38 2 18 1 6.8 1 & 1 13 0 0 5 17 48 94 1 4. 6 17 4 BID

3 6 3 3 128 1 20 14. 5 2 7 37 3 9.4 29 16 128 195 BD 崩

38 38 226 173 1 89 117 0 486 4542 14 4 16 7 BID
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第18図 土壊型と地位指数

〇 G三紀土項
数

@火山灰土以

5

BD(d) .BD(d)崩 BD BD/b! BID BID 廁
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第19図 有機物と地位指数

〇 BD (d)
3 BD(d)崩
A BD
A BD崩
〇 BID
〇 B ID 崩

4 io 15 ( kg/1ば x Q5 m )
有 機 物

第10表 滝滝川地方と北見地方の土壤生産力の比較

調査地 滝 川 地 方 北 見 地 方

地垣指数
土壊型 、・

範 囲 平 均 範 囲 平 均

BC 1 26 152 1 & 9

BO崩 1 5.6 1 6. 3 1 6. 〇

BD(d) 1 4. 5 1 4> 5 1&8〜 1 43 1 4. 〇

BL(d)崩 1 6. 3 1 & 3 128〜 1 &8 1 3. 3

BD 1L7〜 !如 1 2 3

Bd朋 111〜 1&8 1 3 7

Bid 9.9〜 1 4>6 1 3 1

bid崩 129〜 1 79 1 5 〇

BE 1 7. 4 1 7. 4

— 40 —

傾向にある。(第19図)

すなわち、地位膠15以上の土壊中に含有されている有欄カ:S:は、約1°～18炳、平 

均14妫これにくらべて、地位指数15以下の土壊では、4.〇〜13 2炳、平均7. 7砌、を 

示し前者は後者にくらべて、はるかに多い値を示している。これらの結果から、有機物と地位 

指数との関係について您有機物虽:の少ない土垣ではトドマツの生長がや、おとる傾向がう 

かがわれる。

窒素蛍と地位指数

第2 0図に示す。窒素蛍は有機物虽と地位指数との関係のように明瞭ではなく多少のバラ 

ッキがある。しかし、窒素量の多い場合には少ない場合に比して地位指数は大なる傾向を示 

している。(第2 0図)

地位指数15以上5 3 〇〜9 6 0 9 (平均8 0 0 9)

地位指数15以下2 4 〇〜7 0 017(平均4 6 0 9)

やはり有機物同様に窒素豈:の少い場合の土瑰ではトドマツの生長がや、劣るようである。

置換性石灰最と地位指数

第21図のように值換性石灰::ほと地位指数との間には、多少のバラツキはあるがや、関連 

性がみられる。(第21図)

すなわち、石灰虽の多い土琏は石灰:Sの少ない土理に比して地位指数は大である〇 

地位指数15以上 4 4 〇〜6 7 0 9 (平均4 9 0 9)

地位指数15以下 1〇 〇〜5 5 0 J7 (平均3 4 〇 ")

これまた有機i勿蜀:および窒素址のように一置換性石灰量の少ない土瘻は田掬生石灰:E:の多い 

土壤にくらべてトドマツの生長が劣る傾向に祕められるようである。

土圾の透水性と地位指数

図2 2に表層下1〇颔深および3 〇珮深の部分の透水性と地位指数15以上および15 

以下に分けて最大、最小ならびに平均値でもって示すとつぎのとおりである。(第2 2図)

地位指数15以上

1 〇 伽深 1 〇 〇〜2 〇 5 cqZmin (平均1 4 4 cqAiin)

3 can 深 !1 5 〜16OcoZmin(平均13 8 c^/min)

地位指数］5以下

1 〇 cm深 1 〇 〇 ～ 2 5 5 cq/mi n (平均1 6 9 cq/inin)

3 〇 cm深 8 3 ~ 2 2 0 "min (平均14 7 cc/niip)
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また、母材別に透水性を比較するならば下記のとおりである。

1〇伽深 3 OCJIL深

第三紀土理 1 〇 〇〜2 0 7 CQ/in in (1 5 7cレmi n) 6 〇〜1 4 4c^/hin ( 9 9cg^ra in)

リ灰diQi 10 0〜25 5 cc/min (16 4cc/min ) 8 3~22 OCQ/^min (16 3CQ/mi n)

表層下1〇伽深の郁分にあっては、両者ともに差異は認められないが、3 〇伽深では第三 

紀土壊の方が火山灰土喪に比して透水性がおとるような傾向にみられる。

各土埋型における透水性と地位指数との関係については、少ない資料をさらに細分するこ 

とになるので、こ、では省略し資料の追加によって今后検討して行きたい。

有効深度と地位指数およぴ材積

団粒、粒状、堅果状、塊状などの土壊構造が発逹しているか、または特に構造が発達して 

いなくとも、根系が容易に侵入出来得る軟さをもっている土層の深さを冇効深度どして、地 

位指数およびha・当りの材積との関係を図示すると、第2 3図のとおりであって、一般的に 

有効深度の深いものほど、地位指数および材積は大となる傾向を示す。(この場合の材積と 

の問題は、立木本数によって左右されることは当然である。参考までに記しておく)。

(第2 3図) 〇

また、今回の資料は再三述べるように殆んどが適潤性のものよりなるので、これを一括し 

て有効深度を3 〇饥以上と3 〇血以下に分け地位指数および材積をみると下記のようになる。

有効深度 3 〇领以上 3 〇血以下

地位指数 12 3〜1 79(145) 99〜139(120)

ha:当り材積(淀) 234〜520(371) 1 9 3～3 5 4 ( 2 6 4)

なお、今回の婀からして、資料数の少ないむきもあるが、各土壊型ごとに、地位指数と 

有効深度とを下記に示してみよう。
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土壊型 地位指数 有効深度(伽) ha当り材整(淀)

bdE) 13 8〜14 3 (1 40) 2 7〜3 6 (31) 2 7 〇〜3 5 0 ( 3 1 0)

BD(d)崩 128 〜138(133) 3 5〜4 3 (39) 31〇〜39 0(350)

BD 117 〜134(123) 1 7〜3 7 (28) 23 〇〜4 1 0 ( 30 5 )

BD崩 111〜1 58 (1 37 ) 2 5〜5 8 (39 ) 2 4 〇〜3 6 0(2 96 )

BID & 9～146(131) 2 1〜4 6 (31) 1 9 〇〜4 5 0 ( 36 5)

BID崩 1 2 9〜1 7. 9 (1 5. 0 ) 3 3〜5 6 (39) 26 〇～5 2 0( 3 8 3)
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上記から見られるように、同一土坡型において、崩植土は残秋土に比して地位指数、有交と 

深度およびha当り材弑はや、優る傾向を示しているようにうかよわれる。

小地形と地位指数

北見地地域の古梅、束岡地区は、トト‘マツの造林歴史も新らしく、当時碘の造林にあた 

っては比較的里山的な考えのもとに造林事業が行なわれていた。現在成林し瞄の対魚と左 

ったこの地区のトドマツ林は、ほとんどが低山地に属している関係上、海抜高差とトドマッ 

の地位指数との関連性を述べることは出来ない状態にある。

したがって、本地区で火山灰を母材としている小地形の違いによる生産性(地位指数)と 

いう觀点にたって2 3の考察を加えると、つぎのようなことが見出されるようである。

本地区における小地形をつぎのように区分し、それぞれの地位指数を調五資料からもとめ 

てみた。

小 地 ・形 地位指数

！火山灰被喧凸形緩斜面 1 a 3〜1 3 3 ( 1 33)

2 火山灰被覆凹形緩斜面 1 4 4～1 G7 (1 5.5 )

3火山灰被恐凸形,急斜面 91～111(1Q5 )

4火山灰被薮凹形,急斜面 118 (148)

5.火山灰被覆等斉緩斜面 14. 4〜17 6 (1 5.5 )

a 火山灰被覆等斉急斜面 12 6〜1 38(131)

7.火山彳生丘陵地平担面 1 4. 6〜17 9 (1 &2 )

これらの資料は調咨点も少ないので結論は出し難いが、小地形の違いによる地位指数と© 

関係は、上記からみられるように火山牲丘陵地平担面>火山双被覆凹形緩斜面=火山灰彼松 

等斉緩斜面>火山灰被莅凹形急斜而>火山灰核密凸形緩斜面=火山灰被覆等斉急、斜面>火山 

灰被覆凸形急斜面の順に地位指数は小さくな.る傾向を示すが、この問題については将来敎冬 

い資料をもとにして検討究明しなければならないことであろうと考える。

土:® 細分か生産力的意義

今回調査を行なった地域の土壊は、大半が適潤性のものであり、その分布面積もかなり农 

範囲に占められている。しかし、その中でも生長畳:に差異の認められる場合も少なくない。 

したがって、今回の生産力調査結果からは、堆秋様式による制分が、生産力的には土壤評佃j 

の面から、大きな意義を持つことが考える。すなわち、同一土壊型でも前表からみられるよ 

うに、残積土より崩秘土が高い地位を示していることが認められるであろう。またさらに、 

—4 6 —

今回の北見地域における瞄資料より土瓊型細分の試みとして、有効深度の深さ、すなわち 

2 〇伽以下、2 〇〜3 0tM、3 08I以上の3通りに区分し、その知分された各土:喚における 

地位指数との関係を求めてみた。結果は第2 4図および第11表に示すとおり•である〇

(第2 4図)(第11図)

第11表土攬型細分による地位指数

土皿 
有がJ 

深度区か、
BD(d) BD0)崩 BD BD崩 bid bid加

2 〇瑚以下
117

2 4 3 〇 伽 1 39 11 8～1 3 4 
(125)

111〜1 3 0 
(121)

£19 〜1 4 6 
(128)

30CT！以上|也屬检 1 2 8～ 1 a 8 
(133)
S笋 1 28 〜1 5.8 

(14 8)
1 4 4 1 2 9～1 7. 9 

(150)

勿論、本調査の結果は資料数のとぼしいむきもあって結論的なことは申し述べられないが 

ひとつの傾向として認められるようである。すなわち、同一土蜒でありながら、有効深度 

の差異によって、地位指数は異なる傾向を示している。したがって、このような成から将 

来・特にBD型土壤について、細分という問題の必耍性が生じるもので、それが生座力的な土 

壊評価の面に、大きな影巒を与えるであろうと考える。

3)考 察

トドマツの成長と土理の諸性質との関係は前述のように、いろいろな土理性質が相互【て組 

み合さって、作り出されているので、単独の性質のみによって判断するよりもいろいろな性 

貝の組み合せを基盤として判定すべきが妥当のようである。

妾するに土壊中にいかに養分が多景に含まれていても、土壤の理学性が良好でない場合に 

は林木はこれを十分にしかも有効に利用しえられないから、土很の理学的性質も林木の成長 

に望ましい状態にあるということカ、、林地土壊生産力の増大を計るうえに重要なことである〇

今回g瞌 した北見地域における各土壊型の地位指数を平均値で示すとつぎのように

B丄D朋>BD( a)>BD崩>旨:？')也>BDの願に地位は低く成る。

また地区別にみると、第17-a図に示したように、古梅東岡の火山灰土壤は、緋牛内の 

第三紀土壊より地位指数は優っている傾向にある。このように母材による成長差は、前述の 

ように地形の開析程度による土壌の堆積状態の差異や(有効深度)、成分の含有％:程度など 

に原因するもののように想像される。

このような観点から古板 東岡は森林生産林地として好条件(理化学的性状など)に惠ま 

れ、緋牛内は、前者にくらべてや、不利な土壤条件を具備しているとみなすことが出来るよ
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第2 4図 土壊型細分による地位指数

1 8

地

〇 20 30 〇 20 30 〇 20 30 〇 20 30 〇 20 30
有効深度 11以 1I以 1I以 I (以 1I以
区分伽 20 30 上

> - ノ
20 30 上 20 30 上 20 30 上 20 30 上

BD(d) BD(d)崩 BD "崩 BID

〇 20 30 
I!以 

20 30 上

BID加

—4 8 —

うである。

したがって、トドマツ造林としての環唳件は、材件内は古梅、東岡にくらべて、や、生 

産力が劣っているものとみなして差支えないように考える。

1H今后に残された問題点

北海道における林J吐壊の生産力を解明するには、つぎの・爐を必要とする。

!オホーツク海側の第三紀、右生屈地域におけるトドマツの生産力調本

2 地位指数の意義の検討

N次年度調査実施計画

捌S トドマツ

’ 地域 雄武林務署

ねらい 第三紀層、および古生層地域の土壊調査およびトドマツ林の生産力調査。
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